
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

関係機関と連携しながら、継続的な広報・啓発を通じて、更生保護の重要性や再犯防止の取組の必要性について、市民の理解を広げていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

保護司が面談中に殺害された事件の影響等により、成果指標を下回る結果となったと推察される。一方で、
令和６年度に実施した啓発イベントのアンケートでは、立ち直りへの協力について、多数の肯定的な意見が
寄せられており、広報啓発活動に一定の効果が認められることから、今後も継続して実施していく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

27.7 33 23 38.6 44.2 50

↓

アウトカム
成果指標1

犯罪をした人等の立ち直りに協力したいと思う市民の割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

- 10 12 10 10 10

人工

指標

アウトプット
活動指標1

関係機関や民間団体と連携した広報・啓発活動 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.4 人工

令和7年度予算額 2,800 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0.4

正規職員業務量 0.4 人工

令和6年度決算額 3,789 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 4,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

犯罪をした人等が社会において孤立することなく、市民の理解と協力を得て再び社会を構成する一員となるよう支援することで
再犯を防止し、犯罪のない安全で安心なまちづくりの実現に寄与することを目指す。

他都市の状況

全ての政令市において再犯防止推進法における地方再犯防止推進計画が策定されている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 犯罪や消費生活に関するトラブルの発生が未然に防止されています

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

札幌市における刑法犯検挙率に占める再犯者の割合は、約５０％と全国の状況と同様に高く、犯罪を減らすため、再犯防止の
取組を推進していく必要がある。
犯罪をした人等の中には、住居や安定した仕事が無い、必要とされる福祉的支援が行き届いていない、薬物等の依存症を有し
ているなど、多くの困難な事情を抱えていることが多いため、こういった課題に応じ、関係団体と意見交換等を行いながら、連携
して効果的に施策を実施することが重要である。
このようななか、犯罪や非行をした人の立ち直りを社会全体で支え、各施策・取組を推進していくため、令和６年３月に「札幌市
再犯防止推進計画」を策定している。

事業内容
（何を実施し）

札幌市再犯防止推進計画に基づき、新たな犯罪や犯罪被害等を生まないための取組として、以下を重点項目を設定し、必要
な施策・取組を各項目において推進。
①就労住居の確保等
②保健医療・福祉サービスの利用促進等
③学校等と連携した就学支援
④様々な困難に応じた効果的な支援
⑤民間協力者の活動の促進等
⑥国・民間団体等との連携強化等
⑦広報・啓発活動の推進等

事業名 再犯防止推進費

評価担当課 所   属 市）地域振興部　区政課 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70251


